
地区別放射線量⃝ （ 単位： 毎時マイ ク ロ シーベルト ）（ 各年 4 月 1 日現在）

年
川俣町
役　 場

道の駅
川　 俣

小　 神
公民館

川俣町
体育館

福　 田
公民館

小　 島
公民館

川　 俣
高　 校

大綱木
公民館

小綱木
公民館

山木屋
小・ 中学校

山木屋乙８ 区
コ ミ ュ ニティ
消防センタ ー

31 0.04 0.10 0.09 0.13 0.07 0.07 0.09 0.10 0.10 0.13 0.34

2 0.04 0.11 0.06 0.11 0.07 0.07 0.09 0.09 0.08 0.12 0.31

3 0.04 0.10 0.09 0.11 0.06 0.07 0.08 0.07 0.07 0.11 0.29

4 0.04 0.08 0.08 0.10 0.06 0.07 0.08 0.07 0.07 0.11 0.25

5 0.04 0.08 0.08 0.11 0.06 0.07 0.08 0.09 0.06 0.11 0.25

6 0.04 0.09 0.07 0.11 0.06 0.06 0.08 0.07 0.06 0.10 0.23

資料　 原子力災害対策課

川俣町民の避難者数⃝ （ 単位： 人）（ 各年 4 月 1 日現在）

年 総数

山木屋地区住民の避難者数 自主避難者数

計
県内

県外 計 県内他市町村 県外
町内 他市町村

31 745 547 132 376 39 198 45 153

2 701 507 118 355 34 194 45 149
3 665 486 116 337 33 179 39 140

4 598 467 105 327 35 131 33  98

5 584 456 101 318 37 128 32  96
6 525 398 92 281 25 127 32  95

資料　 原子力災害対策課

他市町村からの避難者受入状況⃝ （ 単位： 人）（ 各年 4 月 1 日現在）

年 総数 南相馬市 葛尾村 双葉町 飯舘村 富岡町 浪江町 大熊町

31 431 7 6 3 363 0 52 0
2 343 7 6 2 288 0 40 0
3 329 6 6 2 274 0 41 0
4 293 4 6 1 249 0 33 0
5 278 2 6 1 238 0 31 0
6 255 2 6 1 223 0 23 0

資料　 原子力災害対策課

※小数点第 3 位四捨五入
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川俣町の１ 日⃝ （ 令和 5 年）

主な非常勤特別職等の人数⃝ （ 単位： 人）（ 令和 6 年 4 月 1 日現在）

項　 　 目 件　 　 数 項　 　 目 件　 　 数 項　 　 目 件　 　 数

出　 　 　 生 ０ .１ ２ 人 死　 　 　 亡 ０ .６ １ 人 人 口 増 減 △０ .７ ２ 人

転　 　 　 入 ０ .７ ２ 人 転　 　 　 出 ０ .９ ５ 人

交通事故発生 ０ .０ ３ 件 救 急 車 出 動 ２ .２ ３ 件 火 災 発 生 ０ .０ １ 件

※小数点第 3 位以下切り 捨て

資料　 総務課、 保健福祉課、 学校教育課、 生涯学習課、 議会事務局、 農業委員会

議会議員 12 財産区管理委員 35 農業委員 8

監査委員 2 固定資産評価審査委員 3 農地利用最適化推進委員 11

選挙管理委員 4 教育委員 4 文化財保護審議会委員 6

行政区長 111 地区公民館館長 9 民生・ 児童委員 54

消防団員 506 社会教育委員 9 国保運営協議会委員 10
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町の主な計画⃝
計　 画　 名 地域指定年月日 計画策定年月日 備　 　 　 考

振 興 計 画 ‒
第１ 次

（ S42.11.28）
策定　 第２ 次（ S54.2.23）　 第３ 次（ H元 .3.28）　 第４ 次（ H10.9.17）
　 　 　 第５ 次（ H22.9.14）　 第６ 次（ R5.3.27）

復 興 計 画 ‒ H24. 3. 5
策定　 第２ 次（ H25.7）
一部改訂　 第２ 版（ H26.7.28）
東日本大震災、 特に原子力災害から の復興を推進　 ※第 6 次振興計画へ統合

行 革 大 綱 ‒ S60.　 .00
策定　 新行革（ H7）　 第３ 次（ H11）　 第４ 次（ H13.12）
　 　 　 第５ 次（ H18.1）　 2020（ 第 6 次 R2.3）

農業振興地域整備計画 S44. 3.31 S46. 4. 9
策定変更　 S53.7.12、 S62.2.21、 H10.3.17、 H18.5、 H30.11
計画範囲　 ほぼ全域（ 旧町内を 除く ）

都 市 計 画 S23.12.27 ‒

指定変更　 S51.10.29、 S57.2.23、 H6.8.2
街路計画決定　 S44.5.16
用途地域の指定　 H6.8.2
計画範囲　 川俣地区、 西福沢を 除く 富田地区、 飯坂地区の一部、
　 　 　 　 　 小綱木地区の一部

川 俣 町 放 射 性 物 質
除 染 計 画

‒
第１ 版

（ H23.12.28）
改正　 第２ 版（ H24.3.1）　 第３ 版（ H24.9.20）
　 　 　 第４ 版（ H28.3.14）

山 村 振 興 計 画 S47. 2.23 S47. 7. 1
策定変更　 S55.3.31、 H7.2.3、 H12.3、 H20.2　
計画範囲　 飯坂、 小綱木、 大綱木、 山木屋の各地区

農 村 地 域 工 業 導 入
実 施 計 画

S46. 6.21 S48.10.22
策定変更　 S54.1.9、 S58.3.8、 H7.10.20
計画範囲　 飯坂、 山木屋の一部

農 村 総 合 整 備 計 画 S55. 5. 4 S56. 3.31 計画範囲　 全町

福 島 地 方 拠 点 都 市
地 域 基 本 計 画

H 5. 4.30 H 5.12.00
策定変更　 H22.6
計画範囲　 全町

都 市 マ ス タ ー プ ラ ン ‒ H10. 3.00 計画範囲　 都市計画区域　 改定 H29.3

や さ し い ま ち づ く り
総 合 計 画

‒ H11. 3.00
ノ ーマラ イ ゼーショ ンの推進、 バリ アフ リ ー、　 ユニバーサルデ
ザイ ンの普及

高 齢 者 保 健 福 祉 計 画
第五期介護保険事業計画

‒
第１ 期

（ H12. 3.00）
策定　 第２ 期（ H15.3） 第３ 期（ H18.3） 第４ 期（ H21.3） 第５ 期（ H24.3）
　 　 　 第６ 期（ H27.3） 第７ 期（ H30.3） 第８ 期（ R3.3）
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計　 画　 名 地域指定年月日 計画策定年月日 備　 　 　 考

川 俣 町 男 女 共 同 参 画
推 進 計 画

‒
第１ 次

（ H13. 3.  ）
策定　 第２ 次（ H24.3）　 第３ 次（ R4.5）

地 域 防 災 計 画 ‒ H13.12.00 策定変更　 H27.3、 H28.3、 R2.2　 計画範囲　 全町

川俣町中心市街地整備
改 善 活 性 化 基 本 計 画

‒ H13. 3.00 「 中心市街地」 の形成

過疎地域自立促進計画 ‒ H14. 6.00 策定変更　 H22.9、 H28.3　 計画範囲　 全町

住 宅 マ ス タ ー プ ラ ン ‒ H15. 3.00 計画範囲　 全町

情 報 化 基 本 構 想 ‒ H16. 3.00 「 情報化施策」 の推進

情報セキュリ ティーポリ シー ‒ H16. 3.24 「 情報セキュ リ ティ 確保」 の取り 組み

次 世 代 育 成 支 援
地 域 行 動 計 画

‒
前期

（ H17. 3.00）
策定　 後期（ H22.3）「 子育て支援」 の推進
※川俣町子ど も ・ 子育て支援事業計画に包含

健康か わ ま た ２ １ 計画 ‒ H17. 4.00 策定　 第二次（ H27.3）　 第三次（ R7.3）

川俣町障が い 者基本計
画・ 障が い 者福祉計 画

‒ H19. 3.00
策定　 第２ 期（ H21.3）　 第３ 期（ H24.3）　 第４ 期（ H27.3）
　 　 　 第５ 期（ H30.3）　 第６ 期（ R3.3）　   第７ 期（ R6.3）

「 障がい者施策」 の推進、「 障がい福祉サービ ス 提供体制の確保」

川俣町耐震改修促進計画 ‒ H21. 1.00 改定　 H28.3

川 俣 町 生 活 交 通 計 画 ‒ H21. 3.00 「 持続可能な生活交通体系」 の構築

川 俣 町 地 域 福 祉 計 画 ‒ H27. 3.00 「 地域福祉」 の推進　 後期計画（ R3.3） 第二次（ R7.3）

川 俣 町 子 ど も ・ 子
育 て 支 援 事 業 計 画

‒ H27. 3.00
策定　 第二期（ R2.3）　 第三期（ R7.3）
子ど も 子育て支援の充実

川俣町ま ち・ ひと ・ し ご と
創生人口ビ ジョ ン・ 総合戦略

‒ H28.  1.00
第 2 期（ R3 ～ R7） R3.4.1
人口の将来展望、 活力ある 地域社会の形成

第 二 次 川 俣 町 教
育 振 興 基 本 計 画

‒ H28. 4.00 「 教育振興施策」 の推進

川俣町における 女性職員の活躍の 推
進 に 関 する 特 定 事 業 主 行 動 計 画

‒ H28. 8.00 「 女性の活躍」 の推進

道の駅 川俣活性化計画 ‒ H29. 3.00 道の駅の機能拡充、 町の交流人口の拡大

川俣町い のち 支える 自殺対策計画 ‒ H31. 3.00 第 2 次（ R6.3）

川 俣 町 デ ジ タ ル 化
推 進 計 画

‒ R 5. 3.00
行政手続き のオン ラ イ ン 化、 その他デジタ ル行政サービ ス の提
供、 デジタ ルの利便性を 享受でき る 町の実現
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戸籍の届出事務など⃝
届出事項 届出期間 持参する も の 事務内容

婚 姻 届 婚姻届書、 本人確認書類（ 運転免許証など ）

出 生 届 14 日 以 内
出生届書、 母子手帳、 本人確認書類（ 運転免
許証など ）

死 亡 届 7 日 以 内 死亡届書

転 入 届 14 日 以 内
転出証明書、 国民年金手帳、 国保被保険者証、 本人確認
書類（ 運転免許証など）、 マイナンバーカード （ 取得者のみ）

転 出 届 あ ら かじ め
国保被保険者証など 、 印鑑登録証、 本人確認
書類（ 運転免許証など ）

転 居 届 14 日 以 内
国保被保険者証など、 国民年金手帳、 本人確認書類

（ 運転免許証など）、 マイナンバーカード （ 取得者のみ）

印鑑証明書 印鑑登録証
1 通につき 300 円

（ コ ンビニ交付の場合
200 円）

戸籍証明書

本人及び本人の直系親族の場合
…本人確認書類（ 運転免許証など ）
本人及び本人の直系親族以外の場合
…本人確認書類（ 運転免許証など ）、 委任状

謄本・ 抄本 1 通につき
450 円、 除籍 1 通につ
き 750 円

住 民 票

本人及び本人の同居者の場合
…本人確認書類（ 運転免許証など ）
本人及び本人の同居者以外の場合
…本人確認書類（ 運転免許証など ）、 委任状

1 通につき 300 円
（ コ ンビニ交付の場合
200 円）
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町のあゆみ⃝ （ 昭和30年以降）

年 月 日 主　 　 　 要　 　 　 事　 　 　 項

昭和30
3 1 １ 町７ か村が合併し 川俣町と なる

4 1 てら く ぼ保育園開園

32
10 ‒ 小島地区有線放送開設

12 1 川俣郵便局、 普通局になる

33 4 1 大綱木中学校廃校、 川俣中学校に統合

34 7 1 青年研修所開設

35 12 3 町商工会発足

36 9 26 上水道開設

37

6 25 隔離病舎組合設立

6 30 役場庁舎竣工

11 ‒ 山木屋支所が出張所と なる

38

3 1 合併によ り 川俣農協設立

6 28 口太山集中豪雨災害

12 28 衛生処理組合設立

40
4 1 小綱木中学校廃校、 川俣中学校に統合

10 10 町章制定

41 10 ‒ 国鉄川俣線ディ ーゼルカーになる

42

6 1 乳児保育園開園

7 1 消防団再編

10 8 自動電話開始

43
4 1 川俣警察署小神に移転

11 3 福祉センタ ー竣工

‒ 42 ‒



年 月 日 主　 　 　 要　 　 　 事　 　 　 項

昭和44
9 1 川俣高等学校全生徒新校舎に移転完了

11 1 消防団常備部設置

45 4 1 済生会川俣病院開業

46

3 15 町農協有線放送開始

4 1 川俣幼稚園新園舎移転開園

4 1 町常備消防救急業務開始

47
4 1 国土調査始ま る

5 13 国鉄川俣線廃止

48 4 1 伊達消防組合に加入

49

4 1 川俣中学校完全統合さ れる

4 1 福田・ 小島幼稚園開園

10 26～27 第１ 回絹市開催

11 20 電話６ 局番開始

50

4 1 富田幼稚園開園

8 20 山木屋電話交換局開局

10 18 第１ 回コ ス キン・ エン・ ハポン開催

51 4 1 山木屋幼稚園開園

52
2 ‒ 富田幼稚園新園舎移転開園

11 10 町花木鳥制定

53 9 1 光風園上桜に移転

54
1 1 水道第２ 次拡張工事が完成

1 5 福田幼稚園新園舎移転開園

55 3 ‒ 福田公民館竣工
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年 月 日 主　 　 　 要　 　 　 事　 　 　 項

昭和55
12 ‒ 町民の歌制定

12 24 豪雪

56

2 26 川俣郵便局五百田に移転

3 25 中央公民館竣工

9 27 第 1 回健康づく り 大運動会開催

57 3 2 福沢小学校改築

58

3 31 乳児保育園廃園

4 1 川俣南幼稚園開園

5 1 農村広場オープン

5 19 気象観測装置設置

10 20 峠の森自然公園設置

12 7 伊達郡の市外局番が統一さ れる

59
4 2 町電算シス テム稼動

9 30 川俣南小学校竣工

60

2 28 すみよ し 保育園改築竣工

3 31 大綱木・ 小綱木小学校廃校

4 1 川俣南小学校開校

4 1 し 尿処理場移転

9 12～21 アジア地域ス ポーツ 交流事業（ シンガポールよ り ・ 卓球）

10 16 町民憲章制定

61 9 10～17 アジア地域ス ポーツ 交流派遣事業（ シンガポールへ・ 卓球）

62
3 15 川俣小学校改築工事竣工

5 15 農村総合整備モデル事業営農飲雑用水（ 飯坂） 通水
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年 月 日 主　 　 　 要　 　 　 事　 　 　 項

昭和62 9 11～20 アジア地域ス ポーツ 交流事業（ シンガポールよ り ・ バレ ーボール）

63 3 19 おり も の展示館竣工

平成元
3 31 鶴沢・ 小神小学校廃校

4 1 富田小学校開校

2
4 1 川俣町老人福祉センタ ー開設

5 6 花塚山探勝路完成

3 3 31 かわま た銘品館シルク ピ ア竣工

4 8 15 中央公園小手姫像建立

5
3 19 川俣町体育館竣工

3 23 峠の森そば打ち体験施設竣工

6

3 22 川俣町合宿所竣工

3 30 絹の里友♡ ゆう ♡ プール竣工

5 1 道の駅かわま た開所

7

3 25 から り こ 館竣工

6 16 国道 114 号川俣ト ンネル開通

10 15～19 ふく し ま 国体（ フェ ンシング競技開催）

8

3 25 山木屋小学校竣工

3 25 山木屋教育交流促進センタ ー竣工

4 1 山木屋幼稚園新園舎移転開園

10 15 山木屋小学校体育館竣工

9 12 21 川俣警察署鶴沢に移転

10 1 1 川俣町保健センタ ー竣工（ 樋ノ 口へ移転）

11 3 31 小島幼稚園廃園
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年 月 日 主　 　 　 要　 　 　 事　 　 　 項

平成11 10 12 済生会川俣病院改築竣工

12

1 20～27 アルゼンチン共和国「 コ ス キン祭」 ミ ッ ショ ン派遣

3 26 てら く ぼ保育園廃園

4 1 福沢循環バス 運行開始

13 4 5 特別養護老人ホーム「 川俣ホーム」 開所

14

4 1 高齢者等活動・ 生活支援促進機械施設（ 鶴沢公民館） 竣工

10 20 第 15 回全国健康福祉祭（ ねんり んピック）「 社交ダンス交流大会」 を町体育館で開催

11 21 国道 349 号口太山ト ンネル開通

12 1 放課後児童保育施設（ わいわいク ラ ブ） 開所

15

1 22 地域づく り 総務大臣表彰　 住民参加のま ちづく り 部門

7 4 伊達地方任意合併協議会設立

11 21 伊達地方任意合併協議会から 離脱

16

1 15 国道 114 号渡利バイ パス 開通

3 30 中央公民館～済生会川俣病院間に自歩道橋「 ふれあい橋」 が開通

7 23 福島市街なか広場において「 川俣シャ モま つり 」 初開催

9 1 福島市・ 川俣町・ 飯野町合併協議会設立

9 4 「 にぎわい交差点・ 絹蔵」 オープン

10 8 コ ス キン・ エン・ ハポン 30 周年

17

3 1 道の駅川俣リ ニュ ーアルオープン

5 27 川俣町合併 50 周年記念式典

8 15 合併 50 周年記念Ｎ ＨＫ ラ ジオ体操会を開催

18
1 18～25 アルゼンチン共和国「 コ ス キン市」　 町派遣団訪問

7 13 広域農道阿武隈東部地区が開通
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年 月 日 主　 　 　 要　 　 　 事　 　 　 項

平成18 8 26 「 川俣シャ モま つり 」 において世界一長い焼き 鳥達成

19

1 1 福島市・ 川俣町・ 飯野町合併協議会から 離脱

3 23 福島市・ 川俣町学校給食センタ ー竣工

4 27 学校給食の開始

7 27 交通死亡事故ゼロ 　 2000 日達成

8 25 第１ 回全日本フ ォ ルク ロ ーレ 選手権大会開催

20

1 9 「 川俣シャ モ」 が福島県ブラ ンド の認証を受ける

2 ‒ みんなでつく る ま ちづく り 計画（ 自立計画） の策定

3 31 福沢・ 小島小学校廃校（ 川俣小学校に統合 4.1）

10 18 川俣高等学校創立 100 周年記念式典

21
4 22 東京都江東区と の友好交流協定を締結

10 1 デマンド 型交通の実証運行開始

22
3 21 合併 55 周年記念Ｎ ＨＫ のど 自慢を町体育館で開催

11 13 羽山の森美術館開館

23

3 11 東北地方太平洋沖地震発生（ Ｍ 9.0）　 川俣町は震度 6 弱

3 19 災害対策本部から のお知ら せ（ 災害広報紙） 発行開始

3 ‒ 東京電力福島第一原子力発電所事故による避難者の受入れ（ 延べ 37,694 名、最大日 /6,081 名）

4 1 すみよ し 保育園を川俣町社会福祉協議会へ運営業務委託

4 22 山木屋地区が計画的避難区域に指定　 住民 1,252 名の避難開始

4 ‒ 川俣町内環境放射能測定を開始

5 ‒ 避難指示に伴い山木屋診療所閉鎖

6 21 近畿大学へ震災復興アド バイ ザーを委嘱

6 ‒ 避難指示に伴い山木屋郵便局閉鎖
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年 月 日 主　 　 　 要　 　 　 事　 　 　 項

平成23

6 ‒ 農村広場仮設住宅 160 戸完成

6 26 農村広場仮設住居入居開始

7 19 内部被ばく 検査開始

7 ‒ 川俣町体育館仮設住宅 40 戸、 中山工業団地仮設住宅 30 戸完成

8 10 放射性物質測定検査開始

12 6 町内産米の放射性物質測定検査開始

12 7 山木屋字坂下地内で国の除染実証実験開始（ モデル除染）

24

4 10 農地除染開始

4 14 おじ ま ふる さ と 交流館開館

6 2 公共施設（ 教育実施等） 除染開始

8 27 東福沢、 西福沢、 小島、 飯坂、 大綱木、 小綱木の除染開始

9 ‒ 地区公民館での放射性物質測定検査開始

10 31 公共施設（ 教育実施等） 除染終了

10 ‒ 米の全袋検査開始

25

2 28 大綱木の除染終了

4 1 山木屋幼稚園休園

4 1 国道 114 号と 459 号の浪江町境が通行止め

4 7 愛知県日進市と 「 災害時における 相互応援に関する 協定書」 を締結

4 24 国道 114 号小綱木ト ンネル開通

4 25 山木屋地区の国直轄除染（ 生活圏除染） 開始

7 31 東福沢、 西福沢、 小島、 小綱木の除染終了

8 3 栃木県野木町と「 大規模災害時における 相互応援に関する協定書」 を締結

8 8 山木屋地区を「 居住制限」、「 避難指示解除準備」 の 2 区域に再編
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年 月 日 主　 　 　 要　 　 　 事　 　 　 項

平成25

8 10 長野県木祖村と 「 災害時における 相互応援に関する 協定書」 を締結

8 26 羽田、 秋山、 小神、 鶴沢、 旧町内、（ 川西、 川東） の除染開始

8 ‒ 避難指示区域（ 山木屋地区） 内の得特例宿泊開始（ 平成 27 年の準備宿泊まで都合 9 回実施）

12 15 飯坂の除染終了

26

2 ‒ 新庁舎基本設計が完了

5 12 ベルグ福島（ 株） と 企業立地に関する 協定を締結

5 12 山木屋地区の国直轄除染（ 農地除染） 開始

5 30 小神地区の除染終了

6 ‒ 旧川俣精練工場棟解体

9 12 「 川俣町子ど も の屋内運動場」 オープン

10 11～13 コ ス キン・ エン・ ハポン 40 周年

10 30 東福沢、 西福沢、 小島、 飯坂、 小綱木、 大綱木の生活圏追加除染開始

27

2 16 旧町内（ 川西） の除染終了

3 1 川俣町合併 60 周年

3 3 旧町内（ 川東）、 鶴沢、 羽田、 秋山の生活圏追加除染開始

3 6 旧町内（ 川東）、 鶴沢、 羽田、 秋山の除染終了

3 27 山木屋地区の国直轄除染（ 生活圏除染） の完了

4 13 栃木県真岡市と 「 災害時における 相互応援に関する 協定書」 を締結

5 28 新庁舎建設工事開始

6 30 旧町内（ 川東）、 羽田、 秋山の生活圏追加除染終了

8 21 鶴沢の生活圏追加除染終了

8 31 避難指示地区（ 山木屋地区） での準備宿泊開始（ 避難指示解除まで実施）

9 9～10 関東・ 東北豪雨
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年 月 日 主　 　 　 要　 　 　 事　 　 　 項

平成27

11 25 小綱木生活圏追加除染終了

11 30 東福沢、 西福沢、 小島生活圏追加除染終了

12 8 香川県三木町と 「 災害時における 相互応援に関する 協定書」 を締結

12 18 飯坂の除染終了

12 28 ベルグ福島（ 株） 創業

28

1 12 平成 27 年度農業用ため池放射性物質対策開始（ 鶴沢地区　 松沢下池）

1 31 絹の里やま き やス ケート リ ンク （ 田んぼリ ンク ） 再開

3 22 平成 27 年度分農業用溜池放射性物質対策終了

3 30 羽田産業団地開発行為完了

3 30 川俣西部工業団地開発行為完了

3 31 平成 27 年度農業用ため池放射性物対策終了（ 鶴沢地区　 松沢下池　 平成 27 年度計 1 池）

4 1 3 歳児保育を富田幼稚園で開始

4 1 福田幼稚園休園

7 31 復興公営住宅（ 町営住宅　 新中町団地） 完成

8 1 復興公営住宅（ 町営住宅　 新中町団地） 入居開始

10 3 山木屋診療所再開

10 5 平成 28 年度農業用ため池放射性物質対策開始（ 鶴沢地区　 松沢下池　 ほか）

10 24 山木屋地区避難指示解除合意式

10 28 川俣町役場新庁舎完成

11 14 川俣町役場新庁舎開庁式

11 24 復興公営住宅（ 県営住宅　 壁沢団地） 完成

11 28 復興公営住宅（ 県営住宅　 壁沢団地） 入居開始

12 11 川俣町役場新庁舎落成式
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年 月 日 主　 　 　 要　 　 　 事　 　 　 項

平成29

12 11 川俣町合併 60 周年記念式典

3 24 平成 28 年度分農業用溜池放射性物質対策終了（ 平成 28 年度計 5 池）

3 31 山木屋地区避難指示解除

4 3 山木屋出張所再開

4 3 Ｊ Ａ ふく し ま 未来山木屋支店の再開

6 30 山木屋出張所閉鎖

6 30 平成 29 年全国広報コ ンク ール総務大臣賞受賞（ 広報紙町村部日本一）

7 1 山木屋地区復興拠点施設と んやの郷オープン（ 行政サービス 窓口付属）

9 7 平成 29 年度農業用ため池放射性物質対策開始（ 小神地区　 道合内上池　 ほか 4 池）

9 20 国道 114 号浪江境開通

11 20 山木屋郵便局再開

30

2 14 山木屋地区復興拠点と んやの郷来場者５ 万人達成

3 30 平成 29 年度農業用ため池放射性物質対策終了（ 平成 29 年度計 8 池）

4 2 山木屋公民館再開

4 4 山木屋小・ 中学校開校（ 小・ 中一貫教育校）

6 19 平成 30 年度農業用ため池放射性物質対策開始（ 山木屋　 八木西　 ほか 3 池）

10 11 山木屋地区復興拠点施設と んやの郷来場者 10 万人達成

12 10 川俣町子ども の屋内運動場「 おてひめわく わく ランド 」 来場者５ 万人達成

31

2 28 茨城県境町と の友好交流都市協定を締結

3 26 平成 30 年度農業用ため池放射性物質対策終了（ 平成 30 年度計 18 池）

7 2 令和元年度農業用ため池放射性物質対策開始（ 山木屋　 川芎　 他 5 池）

7 25 体育館応急仮設住宅、 中山工業団地第二応急仮設住宅の解体完了

10 1 大綱木～東和バス 路線廃止
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年 月 日 主　 　 　 要　 　 　 事　 　 　 項

令和2

10 12 台風 19 号日本上陸

3 3 令和元年度農業用ため池放射性物質対策終了（ 令和元年度計 24 池）

3 25 農村広場応急仮設住宅の解体完了

4 1 デジタ ル防災行政無線運用開始

6 19 道の駅かわま たリ ニュ ーアルオープン

7 21 令和 2 年度農業用ため池放射性物質対策開始（ 山木屋　 木ノ 間山上池　 外 3 池）

8 27 おじ ま ふる さ と 交流館宿泊者 2 万人達成

3

1 22 令和元年度農業用ため池放射性物質対策終了（ 令和 2 年度計 12 池）

2 13 福島県沖地震

3 26 東京オリ ンピッ ク 2020 聖火リ レ ー

9 28 川俣町移住・ 定住相談支援センタ ー開所

4

3 16 福島県沖地震

3 31 福田・ 富田・ 川俣南・ 飯坂小学校閉校（ 川俣小学校に再編）

3 31 川俣シャ モが地理的表示（ GI） 保護制度に登録

6 4 川俣町消防団民友旗受賞

7 1 中央公民館リ ニュ ーアルオープン

5

3 21 国道 114 号（ 山木屋 1・ 2・ 3 工区）・ 国道 349 号（ 大綱木 1・ 2 工区） 完成式

3 31 福島交通路線バス 「 川俣・ 掛田線」 廃止

3 31 川俣・ 富田・ 川俣南・ 福田幼稚園、 すみよ し 保育園閉園

4 1 かわま た認定こ ど も 園開園

6 23 令和 5 年全国広報コ ンク ール総務大臣賞受賞（ 広報紙町村部日本一）

6
5 20 Ｊ Ａ ふく し ま 未来と 包括連携協定を締結

6 28 川俣町斎場完成
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年 月 日 主　 　 　 要　 　 　 事　 　 　 項

令和6
11 24 川俣町子ども の屋内運動場「 おてひめわく わく ランド 」 来場者 10 万人達成

12 19 アルゼンチン共和国コ ス キン市と 姉妹都市協定を締結
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